










結語 

術後の quality of life を検討する目的で,先天性食道閉鎖症術後の患者25 例を対象とし,

その 20 例に LES 圧を,14 例に食道運動・噴門機能を測定した。その結果以下のような結論

を得た。 

1)GER を有する症例を 25 例中 3例,すなわち,12%に認めた。 

2)有愁訴症例では食道運動・噴門機能異常を呈するものが多かった。 

3)機能検査面から本症術後の状態を A,B,C,D)の 4 段階に評価することができた。 

すなわち,AはLES弛緩陰性例が1例あるものの他は全て正常で,Bも同時収縮を認める以外

は正常で,これらの症例には臨床上問題は全くなかった。これに反し,D は食道が無収縮で

LES 圧が低く,その弛緩も認めず,臨床的にも GER などをもつ問題のある症例であった。C

は概してLES圧が低く,食道運動検査で同時収縮をみ,また,その約半数にLESの弛緩異常を

認める例で,これらの患児は術後長期にわたって注意深く観察する必要がある。 


